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入
学
お
め
で
と
う
！

ピッカピカの新１年生が初登校

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ
」

町
内
郵
便
局
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

寛

感

幹

慣

干干

干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

　

日
本
郵
便
㈱
厚
沢
部
郵
便
局
と

町
は
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

だ
れ
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
3
月　

日　

、
厚
沢
部
・
鶉
・

23

（金）

館
郵
便
局
長
と
渋
田
町
長
が
出
席

し
、『
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
係
る

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
書
』

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
締
結
に

よ
り
、
高
齢
者
等
の
見
守
り
、
道
路

損
傷
や
不
法
投
棄
の
情
報
共
有
等

の
連
携
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
㈱
高
橋
建
設
（
高
橋
千

尋
社
長
）
か
ら
4
月　

日　

、「
教

10

（火）

育
関
連
施
設
整
備
の
財
源
に
」
と

1
0
0
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
渋
田
町
長
は
「
昨
年
に
続

い
て
今
年
も
寄
附
を
し
て
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
た
い
。
あ
っ
さ
ぶ

の
子
ど
も
の
た
め
子
育
て
支
援
の

た
め
有
効
に
活
用
し
ま
す
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
、
福
士
修
吾
副

社
長
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

4
月
6
日　

、
町
立
厚
沢
部
小
、

（金）

鶉
小
、
館
小
学
校
の
入
学
式
が
一

斉
に
行
わ
れ
、
3
校
合
わ
せ
て　
31

名
が
学
び
舎
に
初
登
校
し
希
望
に

満
ち
た
春
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

館
小
学
校
（
荒
谷
幸
恵
校
長
・　
29

名
）
で
は
、
保
護
者
や
来
賓
ら
が
見

守
る
中
、
7
人
の
新
１
年
生
が
入

場
。
荒
谷
校
長
先
生
が
「
入
学
お
め

で
と
う
」
と
挨
拶
す
る
と
、
や
や
緊

張
し
た
表
情
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
、
児
童
会

会
長
の
山
田
有
萌
さ
ん
は
「
館
小

学
校
は
失
敗
し
て
も
責
め
ず
に
み

ん
な
で
助
け
合
う
学
校
。
人
数
は

少
な
い
け
ど
た
く
さ
ん
笑
っ
て
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎

し
、
昨
年
入
学
し
た
4
名
の
新
2

年
生
は
、
歌
と
踊
り
で
新
1
年
生

の
緊
張
を
和
ら
げ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
商
工
会
女
性
部
よ
り
『
交

通
安
全
お
守
り
の
フ
ク
ロ
ウ
』
を
、

リ
ハ
ビ
リ
教
室
巴
の
会
よ
り
『
新

1
年
生
が
胸
に
付
け
た
胸
花
』
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
関
連
施
設
整
備
に
と
１
０
０
万
円
を
寄
附

㈱
高
橋
建
設
に

感
謝
状
贈
呈
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厚沢部・鶉・館中学校を統合し

新・厚沢部中学校が開校
「始動！生徒86名と教職員16名が新たな歴史を切り拓く」

新
・
厚
沢
部
中
開
校
を
宣
言

　

開
校
式
で
渋
田
正
己
町
長
は

「
ふ
る
さ
と
厚
沢
部
町
を
愛
し
、
厚

沢
部
町
や
国
内
外
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
と
な

る
た
め
、
互
い
に
磨
き
合
い
困
難

な
課
題
や
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
学
校
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
厚
沢
部
中
学
校
開
校
を
宣
言

す
る
」
と
挨
拶
。
初
代
・
塩
﨑
弘
明

校
長
に
校
旗
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
新
・
厚
沢
部

中
学
校
校
歌
の
歌
詞
を
監
修
し
た

北
海
道
教
育
委
員
会
・
鶴
羽
佳
子

委
員
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
出

し
て
も
ら
っ
た
厚
沢
部
町
の
自
然

や
魅
力
、
自
慢
で
き
る
こ
と
を
歌

詞
に
入
れ
た
。
1
番
は
『
友
と
の
出

会
い
』
。
2
番
は
『
高
揚
・
成
長
』
。
3

番
は
『
未
来
・
自
立
』
を
テ
ー
マ
に

構
成
し
た
。
明
る
い
曲
調
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
元
気
に
歌
っ
て
欲
し

い
。
こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
が
一
致

団
結
し
、
新
・
厚
沢
部
中
学
校
の
歴

史
を
切
り
拓
い
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
始
動
』

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
入
学
式
で

塩
﨑
校
長
は
「
今
年
度
の
厚
沢
部

中
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
『
始
動
』

と
し
た
。
今
年
は
新
・
厚
沢
部
中
学

校
を
動
か
し
始
め
る
年
で
あ
り
、

み
ん
な
が
動
き
始
め
る
年
で
あ

る
。
自
分
か
ら
動
き
始
め
何
事
に

も
全
力
で
取
り
組
む
1
年
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。
全
校
生
徒
は
真

剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

新
入
学
生　

名
を
代
表
し
、
下

26

川
部
颯
心
く
ん
は
「
期
待
と
不
安

は
あ
り
ま
す
が
力
強
く
中
学
校
生

活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

主
な
厚
沢
部
中
学
校
の
行
事

☆
体
育
祭
：
5
月　

日　
27

（日）

☆
文
化
祭
：　

月　

日　

10

28

（日）

☆
卒
業
式
：
3
月　

日　
15

（金）

※
町
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で

　

同
様
に
中
学
校
へ
足
を
運
ん
で

　

い
た
だ
き
、
生
徒
ら
へ
の
叱
咤

　

激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

4
月
6
日　

、
町
内
3
中
学
校
を
統
合
し
て
誕
生
し
た
『
新
・
厚
沢
部
中

（金）

学
校
』
の
開
校
式
と
入
学
式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
在
校
生
と
新
入

生
、
保
護
者
、
来
賓
な
ど
約
2
0
0
名
が
出
席
し
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

▲

校
章
と
校
旗
の
デ
ザ
イ
ン
を
監
修
依
頼

　

し
た
中
川
眞
一
郎
氏
（
左
）
か
ら
自
身
が

　

製
作
の
校
章
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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後
継
就
農
者

後
継
就
農
者
にに

藤
盛
修
さ
ん

藤
盛
修
さ
ん
とと

川
村
寿
さ
ん

川
村
寿
さ
ん
をを
認
定
認
定

　

３
月　

日　

、
平
成　

年
度
『
後
継
就
農
者
認
定
式
』

26

（月）

29

を
役
場
で
開
催
し
、
藤
盛
修
さ
ん
（　

歳
・
館
町
）
と
川
村

40

寿
さ
ん
（　

歳
・
鶉
）
の
２
名
に
対
し
て
認
定
証
と
就
農

39

奨
励
金　

万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
渋
田
町
長
か
ら

50

認
定
証
を
受
け
取
っ
た
藤
盛
さ
ん
は
「
就
農
し
た
ば
か

り
で
ま
だ
ま
だ
見
習
い
の
立
場
。
親
の
や
り
方
な
ど
良

い
所
を
積
極
的
に
見
習
い
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
川
村
さ
ん
は
「
し
ば
ら
く
農
業
か
ら
離
れ
て
い
た

の
で
素
人
と
同
様
。
将
来
的
に
は
個
人
的
な
営
農
だ
け

で
な
く
厚
沢
部
町
農
業
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
い
」
と

今
後
の
農
業
経
営
に
対
す
る
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまちののののののののののの  アアアアアアアアアアググググググググググリリリリリリリリリリアグリ

新
規
就
農
を
め
ざ

新
規
就
農
を
め
ざ
しし

地
域
お
こ
し
協
力

地
域
お
こ
し
協
力
隊隊

増
崎
隊
員
が
着
任

増
崎
隊
員
が
着
任
！！

　

４
月
１
日
付
け
で
増
崎
圭
太
朗
さ
ん
（　

歳
・
本
町
）

39

が
厚
沢
部
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
着
任
し
、
４
月

３
日　

、
役
場
で
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
増
崎

（火）

さ
ん
は
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
主
と
し
た
農
業
経

営
で
の
新
規
就
農
を
目
指
し
て
、
総
務
省
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
最
長
３
年
間
研
修
し
ま
す
。

辞
令
交
付
式
の
後
、
渋
田
町
長
は
「
新
規
就
農
に
向
け
苦

労
や
苦
悩
が
多
い
と
思
う
が
町
内
に
は
高
所
得
の
農
家

さ
ん
も
多
い
。
儲
か
る
農
業
を
実
践
し
家
族
を
養
っ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
増
崎
隊
員
は
早
速
、
グ

リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
農
家
で
の
研
修
を
開
始
し
ま
し
た
。

▲グリーンアスパラガスの生産が厚沢部農業発展のカギとなる！？

厚
沢
部
に
春
到
来

厚
沢
部
に
春
到
来
！！

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
スス

春
芽
収
穫
が
最
盛

春
芽
収
穫
が
最
盛
期期

　

４
月　

日　

、
檜
山
南
部
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産

12

（木）

組
合
・
根
津
貴
浩
組
合
長
（
赤
沼
町
）
が
役
場
を
訪
れ
、
立

茎
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
春
芽
収
穫
状
況
や
生
産

目
標
に
つ
い
て
の
説
明
を
渋
田
町
長
に
行
い
ま
し
た
。

根
津
組
合
長
は
「
例
年
よ
り
１
週
間
程
遅
く
収
穫
開
始

と
な
っ
た
が
品
質
・
味
と
も
に
良
い
。
ま
も
な
く
春
芽
収

穫
の
最
盛
期
を
迎
え
る
が
、
今
後
も
生
産
者
同
士
が
競

い
合
い
高
品
質
な
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
を
出
荷
し
て
い

く
。
将
来
的
に
は
高
齢
者
で
も
活
き
活
き
働
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
ハ
ウ
ス
を
団
地
化
す
る
な
ど
効
率
的
な
生
産

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

▲増崎隊員の自己紹介や抱負は来月号の『協力隊コーナー』に掲載します。

▲左から、藤盛修さん、渋田町長、川村寿さん

4
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▲「東京厚沢部会員の皆様！ふるさと納税での応援もお願いします！！」

厚
沢
部
町
の
応
援

厚
沢
部
町
の
応
援
団団

東東
京京
厚
沢
部

厚
沢
部
会会

会
員
募
集
中

会
員
募
集
中
！！

　

関
東
圏
に
在
住
の
厚
沢
部
町
出
身
者
ら
で
組
織
す
る

東
京
厚
沢
部
会
（
関
桃
子
会
長
・　

名
）
の
定
期
総
会
と

160

交
流
会
が
３
月　

日　

、
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開

18

（日）

催
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
に
は
総
勢　

名
が
出
席
。
来
賓

76

の
松
橋
副
町
長
か
ら
厚
沢
部
町
の
近
況
報
告
な
ど
を
聞

い
た
出
席
者
は
、
ふ
る
さ
と
厚
沢
部
町
の
思
い
出
が
込

み
上
げ
て
い
ま
し
た
。
例
年
大
盛
況
の
余
興
で
は
、
あ
ま

り
見
る
こ
と
の
な
い
紙
切
り
シ
ョ
ー
や
江
差
追
分
全
国

大
会
優
勝
者
に
よ
る
民
謡
シ
ョ
ー
、
出
席
者
全
員
に
よ

る
ド
ン
パ
ン
節
の
大
合
唱
で
盛
り
上
が
り
、
お
腹
も
お

土
産
も
い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
度

今
年
度
もも

幸
齢
者
学
級

  

幸
齢
者
学
級
でで

会
い
ま
し
ょ
う

会
い
ま
し
ょ
う
！！

　

町
幸
齢
者
学
級
第
３
回
学
習
会
（
町
教
委
主
催
）
が
３

月　

日　

、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催
さ
れ
、

28

（水）

学
級
生　

名
が
受
講
し
ま
し
た
。　

年
度
最
後
と
な
っ

76

29

た
第
３
回
学
習
会
に
は
北
斗
市
観
光
協
会
・
上
野
矢
治

樹
事
務
局
長
を
講
師
に
招
き
「
温
泉
入
浴
で
き
れ
い
に

長
生
き　

」
と
題
し
た
教
養
講
座
を
実
施
。『
温
泉
入
浴

!!

の
危
険
性
と
安
全
な
入
浴
方
法
』
や
『
高
齢
者
に
集
中
す

る
入
浴
事
故
』『
安
全
で
効
果
的
な
温
泉
の
入
り
方
』
等

を
学
習
し
、
学
級
生
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。
学
級
生
交
流
会
で
は
各
学
級
の
代
表
者
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
、　

年
度
幸
齢
者
学
級
は
閉
講
し
ま
し
た
。

29

▲皆さんもまわりの出来事や地域の行事などの情報を寄せてください。

ハ
ク
チ
ョ
ウ
羽
休

ハ
ク
チ
ョ
ウ
羽
休
めめ

厚
沢
部
産
米
食
べ

厚
沢
部
産
米
食
べ
てて

元
気
に
シ
ベ
リ
ア

元
気
に
シ
ベ
リ
ア
へへ

　

３
月
下
旬
、
滝
野
の
水
田
に
約　

羽
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ

50

が
飛
来
し
ま
し
た
。
町
に
情
報
を
寄
せ
た
湯
田
皓
二
さ

ん
（
新
町
）
は
「
初
め
は
農
業
用
袋
か
と
思
い
通
り
過
ぎ

た
け
ど
何
か
違
和
感
が
あ
り
戻
っ
て
き
た
。
よ
く
よ
く

見
た
ら
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
た
く
さ
ん
い
て
驚
い
た
」
と
述

べ
、
近
隣
住
民
も
「
こ
ん
な
に
多
く
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
見

た
の
は
初
め
て
」
と
話
し
ま
し
た
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
本
州

で
越
冬
後
、
繁
殖
地
の
シ
ベ
リ
ア
に
戻
る
途
中
に
羽
休

め
の
た
め
立
ち
寄
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
数
日
間
、
収

穫
時
に
落
ち
た
米
殻
を
食
べ
た
り
水
を
飲
ん
だ
り
思
い

思
い
に
過
ご
し
た
後
、
飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

▲（学級生交流会）歌や踊りに芸達者が多く、こちらが勉強になります。
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― 平成30年度  厚沢部町一般会計予算 ―

素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　

（
2
1
1
1
万
円
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
　
　

（
2
2
9
8
万
円
）

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
促
進
事
業

　
　
　
　

（
2
3
5
1
万
円
）

公
営
塾
運
営
体
制
構
築
事
業

　
　
　
　

（
3
0
1
万
円
）

食
の
販
路
拡
大
・
観
光
促
進
事
業

　
　
　
　

（
4
5
0
0
万
円
）

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　

（
6
2
6
万
円
）

ふ
る
さ
と
定
住
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

（
3
8
0
万
円
）

中
山
間
地
域
等
直
払
交
付
金
事
業

　
　
　
　

（
5
4
2
6
万
円
）

農
業
共
済
掛
金
助
成

　
　
　

（
1
8
0
0
万
円
）

明
暗
渠
整
備
等
町
単
独
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

（
9
0
4
万
円
）

環
境
保
全
型
直
払
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　

（
2
1
7
万
円
）

荒
廃
農
地
等
利
活
用
促
進
事
業

（
3
4
1
万
円
）

農
道
整
備
等
事
業

　
　
　
　
　

（
6
5
0
万
円
）

道
営
農
地
整
備
事
業　
　
　
　
　

　

（
3
5
2
万
円
）

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業　

　
　
　
　
　
　

（
5
7
3
4
万
円
）

比 較29年度
当 初
予 算 額

30年度
当 初
予 算 額

会 計 区 分
増 減 率増 減 額

23.8899,0003,784,0004,683,000一 般 会 計

△18.9△134,770714,088579,318国保会計

特　
　

別　
　

会　
　

計

9.56,10164,21270,313
後期高齢者
会 計

2.012,441619,974632,415
保 険
事業勘定

介
護
保
険
会
計

32.84161,2701,686
サービス
事業勘定

136.6239,453175,289414,742
簡易水道
会 計

△23.6△66,461281,616215,155
集落排水
会 計

3.157,1801,856,4491,913,629計

△2.7△14,261525,372511,111病 院 会 計

※一般会計の増額要因は認定こども園整備事業のため。

※特別会計の増額要因は簡易水道施設整備事業のため。

≪グラフ・用語の解説≫
【歳入】

（A）依存財源／国や道の決定や割当てに基づいて入ってくるお金のこと。

（B）自主財源／地方公共団体が自主的に調達できるお金のこと。

【歳出】

（A）義務的経費／人件費（給与等）、扶助費（各種福祉政策の給付等）、公債費（地

　　　　　　　  方債の返済）のような性質上容易に削減できない経費のこと。

　　　　　　　  歳出に占めるこれらの割合が高くなれば、財政が硬直化して  

                         いるということで、「ゆとり」がないことを示す。

（B）投資的経費／道路、公園、学校等公共施設の建設のような資本形成やストッ

　　　　　　　  クの増加につながる経費のこと。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

歳出総額　46億8300万円

☆
安
全
で
快
適
に

　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

☆
行
財
政
改
革
を

　
　
　

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

（A)義務的経費＝29.2％

（B)投資的経費＝22.2％

（C)その他経費＝48.6％

★予算の概要★ （単位：千円・％）
職
員
研
修
事
業

　
　
　
　
　

（
3
2
7
万
円
）

1億6648万4千円（3.6％）

その他（C)

4億3452万8千円（9.3％）

公債費（A)

☆
活
力
み
な
ぎ
る

　
　

産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り 

☆
生
活
基
盤
が

　
　
　

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

生
活
維
持
路
線
バ
ス
運
行
費
助
成

　
　
　
　

（
1
1
2
3
万
円
）

合
併
浄
化
槽
設
置
等
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　

（
1
6
5
5
万
円
）

町
道
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　

（
2
2
6
3
万
円
）

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　

（
6
3
8
8
万
円
）

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業　
　
　

　
　
　
　

（
2
5
0
3
万
円
）

農
業
後
継
者
育
成
事
業

　
　
　
　
　

（
5
4
2
万
円
）

有
害
鳥
獣
駆
除
等
対
策
事
業

（
6
2
7
万
円
）

民
有
林
整
備
推
進
補
助
事
業

　
　
　
　

（
1
8
9
5
万
円
）

町
有
林
撫
育
管
理
事
業

　
　
　
　

（
4
3
3
8
万
円
）

 5億6184万4千円（12.0％）

人件費（A)

3億7086万2千円（7.9％）

扶助費（A)

7億7862万9千円（16.6％）

補助費等（C)

 10億4061万5千円（22.2％）

 普通建設事業費（B)

中
小
企
業
振
興
対
策
事
業　
　
　

　
　

（
1
1
1
万
円
）

商
工
会
運
営
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　

（
1
0
5
4
万
円
）

観
光
協
会
運
営
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　

（
4
7
1
万
円
）

う
ず
ら
温
泉
施
設
指
定
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

（
3
0
0
0
万
円
）

持
家
建
設
促
進
等
奨
励
事
業

　
　
　
　
　
　

（
1
0
0
0
万
円
）

5億5843万4千円（11.9％）

繰出金（C)

7億7160万4千円（16.5％）

物件費（C)

災
害
対
策
基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　

（
6
0
2
万
円
）

6

歳入総額　46億8300万円

敬
老
福
祉
年
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　

（
1
6
1
0
万
円
）

敬
老
事
業

　
　
　
　
　

（
4
0
7
万
円
）

老
人
福
祉
施
設
措
置
費
事
業

　
　
　
　

（
4
1
8
2
万
円
）

生
活
支
援
寮
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　

（
1
4
3
5
万
円
）

高
齢
者
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
       
（
4
5
4
9
万
円
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
業

　
　
　
　

（
1
3
9
7
万
円
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
事
業

　
　
　
　
　

（
2
8
3
万
円
）

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　

（
1
億
7
4
7
3
万
円
）

障
害
者
自
立
支
援
医
療
給
付
事
業

　
　
　
　

（
2
3
8
4
万
円
）

放
課
後
児
童
特
別
対
策
事
業

　
　
　
　
　

（
7
4
5
万
円
）

常
設
保
育
所
入
所
保
育
料
助
成　

　
　
　
       
（
2
1
2
万
円
）

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

（
8
億
3
7
4
万
円
）

脳
疾
患
救
急
搬
送
特
別
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

（
4
4
0
万
円
）

母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　

（
4
4
8
万
円
）

不
妊
治
療
助
成

（
3
0
0
万
円
）

健
康
増
進
事
業

　
　
　
　

（
1
4
1
5
万
円
）

予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
　

（
1
4
7
3
万
円
）

乳
幼
児
・
児
童
生
徒
医
療
費
助
成

　
　
　

（
1
1
4
6
万
円
）

学
校
給
食
費
助
成

　
　
　
　
　

（
5
2
3
万
円
）

（A)依存財源＝75.5％

（B)自主財源＝24.5％

 2億6451万1千円（5.6％）

道支出金（A)

4億1534万4千円（8.9％）

町税（B)

2億1834万8千円（4.7％）

国庫支出金（A)

1億167万4千円（2.2％）

その他（B)

9億5990万円（20.5％）

町債（A)

1億456万円（2.2％）

使用料及び手数料（B)

6153万4千円（1.3％）

分担金及び負担金（B)

1億2265万1千円（2.6％）

地方譲与税等（A)

 19億6900万円（42.0％）

地方交付税（A)

4億6547万8千円（9.9％）

繰入金（B)

☆
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
を

　
　
　
　
　

育
む
ま
ち
づ
く
り 

英
語
指
導
助
手
招
致
事
業

　
　
　
　
　

（
5
5
1
万
円
）

学
力
向
上
対
策
事
業

　
　
　
　
　

（
1
3
9
万
円
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
受
入
事
業

　
　
　
　
　

（
3
3
万
円
）

児
童
生
徒
就
学
援
助
・
奨
励
事
業

　
　
　
　
　

（
4
6
0
万
円
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

　
　
　
　
　

（
3
2
7
万
円
）

館
城
跡
管
理
・
保
存
整
備
事
業

（
2
9
2
万
円
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業

（
1
1
4
万
円
）

創
造
の
翼
中
学
生
研
修
派
遣
事
業

　
　
　
　
　

（
4
4
7
万
円
）

芸
術
文
化
の
あ
っ
さ
ぶ
推
進
事
業

　
　
　
　
　

（
8
3
万
円
）

土
橋
自
然
観
察
教
育
林
管
理
事
業

　
　
　
　
　

（
5
2
9
万
円
）

多
目
的
交
流
広
場
等
改
修
事
業

　
　
　
　
　

（
5
3
5
万
円
）

　

平
成　

年
度
『
厚
沢
部
町
一
般
会
計
予
算
』
に
つ
い
て
、
主
な
施
策
の
事
業
費
を
『
第
５
次
厚
沢

30

部
町
総
合
計
画
基
本
構
想
』
の
分
類
毎
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成　

年
度

ま
ち
づ
く
り
予
算

30

☆
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 
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役場への電話は直通電話（ダイヤルイン）が便利！

係名：主な業務内容
直通電話番号

（市外局番0139）
課・局名

総務係：人事、庁舎・山村開発センター管理、情報公開、選挙、監査

住民運動係：消費者行政、防災、地区駐在員、町内会、交通安全

政策振興係：地方創生、移住促進、広報、ホームページ、統計調査
64－3311

総務政策課 

選挙管理委員会

財政係：財政計画・予算、地方交付税、町債

経理管財係：経理、ふるさと納税、財産管理

課税収納係：町税・国保税の賦課、確定申告、固定資産税 　　
64－3312税務財政課

住民年金係：戸籍、住民票、印鑑証明、火葬許可、国民年金

国保係：国民健康保険、後期高齢者医療、医療給付 64－3313
保健福祉課 
（庁舎）

福祉係：障害者福祉、高齢者福祉、生活保護、あゆみ管理

介護保険係：介護保険、介護支援事業

生活環境係：墓地、畜犬登録、不法投棄、蜂駆除、保育所、学童保育

地域包括支援センター係：高齢者等の総合相談・支援、介護予防

健康増進係：各種検診、健康相談、予防接種、母子保健、精神保健

64－3319
保健福祉課 
（あゆみ）

農業振興係：農業・畜産振興、担い手の育成、農業活性化センター

農村整備係：農地整備・開発、土地改良団体の指導、鶉ダム管理

林業振興係：林業振興・育成、林産団体の指導、有害鳥獣

商工観光係：商工会、観光協会、キャンプ場、道の駅、うずら温泉

農業委員会：農業者年金、売買・貸借・相続など農地に関すること

64－3314
農林商工課 

農業委員会

管理係：道路の認定等、管理・河川敷地の占用、道路改良の促進

土木係：道路・河川・橋梁・堤防等の新設・維持管理、排水路

建築係：公有建物・町営住宅の施工・営繕、持家奨励金

住宅施設係：町営住宅・集会施設・公園の管理運営

64－3315
建設水道課 
（庁舎１階）

上下水道係：上下水道の維持管理、下水道・合併浄化槽の整備64－3316
建設水道課 
（庁舎２階）

議会事務局：議会に関すること64－3317議会事務局

学校教育係：教育委員会の会議、学校教育に関すること

社会教育係：生涯学習、スポーツ振興、図書館、文化財　　64－3318教育委員会

　役場に電話をする時は、用件のある担当課に直接電話がつながるダイヤルインが便利。

　より迅速な電話応対が可能となりますので、各課・係へは下記番号にお掛けください。

※この頁を保管いただき、役場へ電話する時にご活用ください。

町

ふ

る

さ

と

納

税 

返

礼

品

を

充

実

！

　

「
世
界
一
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
町
外

在
住
の
方
々
に
対
し
て
、『
ふ
る
さ

と
納
税
』
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
総

合
サ
イ
ト
『
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
』

と
提
携
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
が
可

能
と
な
り
、
返
礼
品
は　

品
目
か

21

ら　

品
目
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。

75

『
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
形
で
厚

沢
部
町
を
応
援
』
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
町
外
在
住
の
親
族
や
親

戚
、
知
人
の
方
々
へ
の
お
声
掛
け

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

返
礼
品
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

8

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

◎
役
場
人
事
（
4
月
1
日
付
け
）

※
（　

）
内
は
前
職

○
派
遣
関
係

▼
北
海
道
農
政
部
農
業
経
営
課
へ

派
遣
（
農
林
商
工
課
農
業
振
興
係
・

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）
田
中
将
之

○
課
長
職

▼
税
務
財
政
課
長
（
税
務
財
政
課

長
兼
会
計
管
理
者
兼
出
納
課
長
）

竹
中
学
▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
課

長
兼
出
納
係
長
（
出
納
課
主
幹
兼

出
納
係
長
）
石
村
和
子
▼
農
林
商

工
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
北
海
道
農
政
部
農
地
整
備
課
）
是

廣
善
勝
▼
総
務
政
策
課
長
兼
選
管

書
記
長
兼
監
査
書
記
（
総
務
政
策

課
長
兼
住
民
運
動
係
長
兼
選
管
書

記
長
兼
監
査
書
記
）
朝
倉
秀
美
▼

国
民
健
康
保
険
病
院
事
務
長
（
教

育
委
員
会
事
務
局
長
兼
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
長
）
高
野
政
人
▼
教
育

委
員
会
事
務
局
長
兼
総
合
給
食
セ

ン
タ
ー
長
（
国
民
健
康
保
険
病
院

事
務
長
）
森
理
生

○
主
幹
職

▼
税
務
財
政
課
主
幹
兼
課
税
収
納

係
長
（
農
林
商
工
課
主
幹
）
安
達
達

也
▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
介
護
保

険
係
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
福
祉
介

護
係
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

係
）
木
村
千
律
▼
総
務
政
策
課
主

幹
（
農
林
商
工
課
主
幹
）
沼
下
利
広

▼
農
林
商
工
課
主
幹
（
総
務
政
策

課
主
幹
）
津
野
修
▼
保
健
福
祉
課

主
幹
兼
館
保
育
所
長
（
保
健
福
祉

課
主
幹
兼
鶉
保
育
所
長
）
朝
倉
な

お
み
▼
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
鶉
保

育
所
長
（
保
健
福
祉
課
主
幹
兼
館

保
育
所
長
）
斉
藤
紋
子

○
係
長
・
主
査
職

▼
建
設
水
道
課
住
宅
施
設
係
長
兼

建
築
係
（
建
設
水
道
課
住
宅
施
設

係
長
兼
管
理
係
兼
建
築
係
）
佐
藤

武
徳
▼
農
林
商
工
課
農
村
整
備
係

長
（
税
務
財
政
課
課
税
収
納
係
長
）

藤
田
智
美
▼
教
育
委
員
会
総
合
給

食
セ
ン
タ
ー
係
長
（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
係
長
）
中
里
知
弘
▼
総

務
政
策
課
付
（
農
林
商
工
課
農
村

整
備
係
長
）
佐
藤
秀
一
▼
建
設
水

道
課
土
木
係
長
（
土
地
連
か
ら
派

遣
）
金
弘
亜
樹
▼
保
健
福
祉
課
福

祉
係
長
（
保
健
福
祉
課
福
祉
介
護

係
長
）
太
田
聡
子
▼
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
係
長
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
主
査
）
石
井
淳
平
▼
教

育
委
員
会
社
会
教
育
係
長
（
保
健

福
祉
課
福
祉
介
護
係
主
査
）
板
坂

勇
▼
総
務
政
策
課
住
民
運
動
係
長

兼
政
策
振
興
係
（
教
育
委
員
会
総

合
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）
二
宮
和
之

○
係
職

▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係
兼
介
護
保

険
係
（
保
健
福
祉
課
福
祉
介
護
係
）

青
柳
秀
和
▼
農
林
商
工
課
農
業
振

興
係
兼
商
工
観
光
係
（
出
納
課
出

納
係
）
大
山
剛
弘
▼
農
林
商
工
課

農
業
振
興
係
・
農
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
税
務
財
政
課
課
税
収
納
係
）

堂
下
貴
宏
▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係

兼
生
活
環
境
係
（
保
健
福
祉
課
福

祉
介
護
係
兼
生
活
環
境
係
）
三
上

裕
介
▼
出
納
課
出
納
係
（
新
採
用
）

清
水
智
美

出
身
地
：
乙
部
町

趣
味
：
旅
行
・
食
べ
歩
き

特
技
：
水
泳

彼
氏
：
募
集
中
で
す
・
・
・
。

挨
拶
：
「
出
納
課
に
配
属
と
な
り

日
々
数
字
と
格
闘
し
て
い
ま
す
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
て
町
職
員
と
し

て
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

☆
新
採
用
職
員
紹
介
☆

 清水 　
しみず

 智美 （25歳）
ともみ

「ジャガイモシストセンチュウのまん延防止にご協力をお願いします」

病害虫のジャガイモシストセンチュウがジャガイモの根に寄

生すると、養分の吸収を阻害し生育不良や収穫前に作物が枯

れるなどの甚大な被害を与え、大幅な収量減をもたらします。

このシストセンチュウの移動能力は極めて小さく、伝搬はほ

とんど人間によるものと言われていますので、厚沢部町の基

幹産業を守るため、町民皆様のご理解ご協力をお願いします。

みんなで守ろう！
あっさぶメークイン

【まん延を防止するには・・・】  ① 同じ畑に連年して作付けしないこと
  ② 種芋は、種子用として栽培された正規の種を使うこと

  ③ 野菜苗や球根についても、町内で購入するなど生産地がわかる信用のおけるものを使用すること

  ④ 肥料や土壌改良資材などは、中身や製造法などに注意し、発生地域の土が入らないようにすること

  ⑤ 関係者以外は畑に立ち入らない（入る場合は必ず靴を洗浄し、出る時も必ず洗浄する）こと

  ※日本一のブランド『あっさぶメークイン』を守るため、上記看板設置ほ場には関係者以外絶対立ち入らず、

　  極力、近付かないようにしましょう！
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現
在
の
役
場
庁
舎
が
新
町
に
建

て
ら
れ
た
の
は
昭
和　

年
の
こ
と

50

で
す
。

　

そ
れ
以
前
の
庁
舎
は
本
町
に
あ

り
ま
し
た
。

　

『
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
』
が

建
て
ら
れ
る
ま
で
は
古
い
庁
舎
が

残
さ
れ
て
い
た
の
で
記
憶
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
右
）

　

本
町
に
あ
っ
た
庁
舎
は
、
昭
和

　

年
4
月
の
火
災
で
役
場
庁
舎
が

29焼
失
し
た
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　

昭
和　

年
に
焼
失
し
た
古
い
役

29

場
庁
舎
は
木
造
平
屋
の
建
物
で
し

た
。（
写
真
左
）

　

一
見
す
る
と
民
家
の
よ
う
で
す

が
、
公
示
用
の
掲
示
板
が
置
か
れ

て
お
り
役
場
庁
舎
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

役
場
庁
舎
い
ま
む
か
し

　

し
か
し
、
相
続
人
は
、
い
つ
で
も

自
由
に
相
続
放
棄
が
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
続
放
棄
は

「
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
3

カ
月
以
内
」
に
「
家
庭
裁
判
所
」
に

申
述
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

相
続
放
棄
は
弁
護
士
に
依
頼
し

な
く
て
も
ご
自
身
で
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、「
自
己
の
た
め
に
相
続

の
開
始
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た

時
」
が
い
つ
に
な
る
の
か
分
か
ら

な
い
方
や
家
庭
裁
判
所
に
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
が
初
め
て
で
不
安

に
な
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
少
し
で
も
不
安
に
な
っ
た
り

疑
問
に
思
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
法

テ
ラ
ス
江
差
ま
で
遠
慮
な
く
ご
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談

に
も
対
応
い
た
し
ま
す
。

★
0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

加
地
彰
吾
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

相
続
放
棄
に
つ
い
て

78

　

法
テ
ラ
ス
江
差
の
弁
護
士
加
地

彰
吾
で
す
。
江
差
の
生
活
に
は
慣

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
風
は
ま
だ

寒
く
、
桜
の
開
花
を
待
ち
わ
び
て

い
ま
す
。
私
が
江
差
に
赴
任
し
て

か
ら
3
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今

回
は
『
3
カ
月
』
に
ま
つ
わ
る
法
律

の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

民
法
は
、
相
続
人
が
被
相
続
人

（
亡
く
な
っ
た
方
の
こ
と
を
「
被
相

続
人
」
と
い
い
ま
す
）
の
プ
ラ
ス
の

財
産
も
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
も
全
部

一
緒
に
相
続
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
被
相
続
人
が
借
金
を

し
て
い
た
場
合
、
相
続
人
は
借
金

も
含
め
て
相
続
す
る
の
で
深
刻
な

問
題
が
生
じ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
の

1
つ
に
、
相
続
放
棄
が
あ
り
ま
す
。

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
相
続
放

棄
を
し
た
人
は
、
被
相
続
人
の
プ

ラ
ス
の
財
産
も
マ
イ
ナ
ス
の
財
産

も
相
続
し
な
く
な
る
の
で
、
被
相

続
人
の
家
や
土
地
な
ど
の
財
産
を

相
続
し
な
い
し
、
借
金
も
相
続
し

ま
せ
ん
。

　
　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ

（独）
ス
バ
）
で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
世

帯
の
皆
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
援
護

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

□
対
象

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
、
脳
や
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部

臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た

は
随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

□
支
給
額

　

後
遺
障
害
の
程
度
等
に
よ
り
、

月
額
2
9
，
2
9
0
円
～
1
3
6
，

8
8
0
円
の
範
囲
で
支
給
。

【
交
通
遺
児
等
へ
の
無
利
子
貸
付
】

□
対
象

　

自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害

（
脳
損
・
脊
損
）
を
負
わ
れ
た
方
の

義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟
（
0
歳

～
中
学
校
卒
業
ま
で
）
に
対
し
て

無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
付
。

★
詳
し
く
は
、　

自
動
車
事
故
対

（独）

　

策
機
構
函
館
支
所
（
ナ
ス
バ
）
へ

☎

0
1
3
8
‐
8
8
‐
1
0
0
7

自
動
車
事
故
被
害
者

援
護
制
度
に
つ
い
て

Vol.

10

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

99

農
作
業
賃
金
６
，
４
８
０
円
で
協
定

▼
農
業
者
年
金
や
売
買
・
貸
借
・
相

　

続
な
ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、

　

農
業
委
員
会
事
務
局
に
相
談
を
。

　

（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

平
成　

年
度
の
農
作
業
賃
金
を

30

話
し
合
う
農
用
賃
料
金
協
定
会
議

を
3
月　

日
に
開
催
し
、
雇
い
側
、

28

雇
わ
れ
側
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
出

席
し
、
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
改
定
さ
れ
た
北
海

10

道
最
低
賃
金
は
1
時
間
あ
た
り
8

1
0
円
と
な
っ
て
お
り
、
1
日
の

労
働
時
間
を
8
時
間
と
し
た
場
合

雇
い
側
は
6
，
4
8
0
円
以
上
を

支
給
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

雇
い
側
と
雇
わ
れ
側
双
方
が
そ

れ
を
踏
ま
え
話
し
合
っ
た
と
こ

ろ
、
6
，
4
8
0
円
（
時
給
8
1
0

円
）
で
合
意
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
春
か
ら
の
農
作
業
賃
金
は

協
定
さ
れ
た
6
，
4
8
0
円
（
実
働

８
時
間
で
計
算
）
を
守
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

最
低
賃
金
未
満
の
賃
金
は　

違
法
で
す
！

　

最
低
賃
金
は
働
く
全
て
の
人
に

対
し
、
賃
金
の
最
低
額
を
保
証
す

る
制
度
で
、
使
用
者
は
定
め
ら
れ

た
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い

賃
金
を
使
用
者
と
労
働
者
が
合
意

の
上
で
決
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ

は
最
低
賃
金
法
に
よ
っ
て
無
効
と

な
り
最
低
賃
金
額
と
同
様
の
定
め

を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

使
用
者
が
労
働
者
に
最
低
賃
金

未
満
の
賃
金
を
支
払
っ
た
場
合
に

は
最
低
賃
金
と
の
差
額
を
支
払
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
低
賃

金
を
守
ら
な
い
場
合
に
は
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
経
過
か
ら
す
る
と
、
今
年
も
秋

く
ら
い
に
最
低
賃
金
の
改
定
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
厚
沢
部

町
の
協
定
額
6
，
4
8
0
円
（
１
時

間
あ
た
り
8
1
0
円
）
を
上
回
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
、
協
定
額
の
賃
金
を
支
払
っ
て

い
て
も
違
法
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
使
用
者
の
方
は
し
っ
か

り
と
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

『
檜
山
地
域
農
業
技
術
支
援
会

議
』
は
、
檜
山
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
や
道
南
農
業
試
験
場
、
檜
山

振
興
局
、
役
場
等
の
関
係
機
関
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
、
檜
山
農
業
の
課
題
を

選
定
し
解
決
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

と
し
て
、
厚
沢
部
町
で
行
わ
れ
て

い
る
「
立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
お

け
る
低
収
要
因
の
解
明
と
栽
培
改

善
」
が
あ
り
ま
す
。

　

立
茎
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
お
け
る

農
業
者
間
の
収
量
差
の
問
題
や
収

量
低
下
の
原
因
究
明
が
課
題
で
し

た
。
3
カ
年
の
調
査
結
果
か
ら
、
水

分
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
1
日

か
ら
3
日
お
き
の 
潅
水 
を
基
本
と

か
ん
す
い

す
る
こ
と
や
春
芽
の
収
穫
期
間
を

短
縮
し
て
立
茎
を
早
め
る
等
の
重

要
性
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
春
ま
き
小
麦

『
春
よ
恋
』
の
収
量
増
加
に
向
け
て

低
収
要
因
の
解
明
と
対
策
に
関
す

る
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
も
課

題
解
決
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
専
門
員　

川
村　

栄
一
】

　

4
月
か
ら
農
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
川
村
栄
一
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
自
己
紹
介

○
氏　

名　

川
村　

栄
一
（　

歳
）

62

○
出
生
地　

山
形
県
庄
内

　
　
　
　
　

（
自
宅
函
館
）

○
職　

歴　

農
業
改
良
普
及
セ
ン

　

タ
ー
（
赴
任
し
た
振
興
局
は
渡

　

島
・
檜
山
・
後
志
・
空
知
な
ど
）

○
趣　

味　

釣
り
、
山
歩
き
、
音
楽

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

檜
山
地
域
農
業
技
術
支
援
会
議
の
活
動

建
設
水
道
課

上
下
水
道
係
か
ら
の

お
願
い
と
お
知
ら
せ

◎
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
区
域
（
赤
沼
町
、

緑
町
、
新
町
、
本
町
、
富
栄
、
館
町
の

一
部
）
の
ご
家
庭
や
事
業
所
で
は

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
生
活
雑

排
水
（
台
所
、
浴
室
、
洗
面
所
、
洗
濯

等
）
の
接
続
が
可
能
で
す
。

　

町
で
は
『
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
工
事
や
改
造
工
事
、
維
持
管
理

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
の
補
助

制
度
』
が
あ
り
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
河

川
等
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
に

農
業
集
落
排
水
施
設
へ
の
接
続
に

向
け
た
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
水
質
検
査
計
画
の
策
定
と
水
質

検
査
等
結
果
の
公
表
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
「
厚
沢
部
町
水
質

30

検
査
計
画
」
及
び
「
定
期
の
水
質
検

査
結
果
」
を
建
設
水
道
課
上
下
水

道
係
（
役
場
2
階
）
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
上
下

　

水
道
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

☎

6
4
‐
3
3
1
6

Vol.
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　下記のような疾患や疾患になる前の脳の状態が

わかります。

① くも膜下出血　→　脳動脈瘤・脳動静脈奇形

② 脳出血

③ 脳梗塞　

　 →脳血栓・脳塞栓　

　 　→脳血管狭窄・無症候性脳梗塞（隠れ脳梗塞）

　 　　微小脳出血・頸動脈狭窄

④ 脳萎縮

⑤ 脳腫瘍

石 田 和 子

ごめんください
保健師です

337

　毎年、冬に行っている頭部検診ですが内容と時期が変わります。

　平成30年度からは、検査内容に頚部ＭＲＡ検査が加わります。

　頚部ＭＲＡ検査では、頚部の血管の閉塞や動脈硬化を調べるこ

とができます。このことで、脳疾患の発症を今まで以上に予防する

ことが可能になります。

　また、実施時期も冬だけでなく春にも実施することにしました。

　「冬は車の運転が心配」という方は、ぜひ春に受けてください！

頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部頭部検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままま変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

★ 頭部検診でわかること！

ご不明な点等ありましたら、保健福祉センター内 保健福祉課健康増進係【☎64－3319】へ

　　  脳血管狭窄
　脳の血管が動脈硬化で細くなり、その先の血流が

　悪くなって脳梗塞を引き起こします。

これからの内容これまでの内容

 頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査

頚部ＭＲＡ検査
頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査検査内容

①平成30年５月14日～５月28日

②平成31年２月25日～３月30日

＜春と冬の２回に分けて実施＞

１月～３月実施時期

6,000円5,500円自己負担

　乳がんや子宮頸がん検診などでは「推奨年齢」が

ありますが、頭部検診には明確な推奨年齢はあり

ません。当町では60歳代の方が多く受診していま

すが、40歳を過ぎると脳疾患の危険因子である高

血圧や糖尿病、脂質異常症に該当する人の割合が

高くなってきます。そのため、40歳になったら１度

受診しておくとよいでしょう。実際、当町で頭部検

診を受けた人の中で、40歳代で脳血管の狭窄や脳

動脈瘤が発見された人がいます。なお、既に高血圧

や糖尿病、脂質異常症と診断されている人、動脈硬

化を指摘されている人、喫煙年数が長い人、アル

コール摂取量が多い人、あるいは、家族や近親者に

脳卒中になった方がいる場合は、30歳代で脳卒中

になり倒れるケースも少なくありません。上記疾

患や生活習慣、家族歴がある方は、40歳より少し早

目の30歳代での頭部検診の受診をお勧めします。

★ 何歳から受ければよいの？

※日程や時間等の詳細は、各戸に配布しましたチラシや町ホームページでご確認ください。

12

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
時
や
失
業
等
に
よ
り
、
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

《
過
去
2
年
ま
で
遡
っ
て　

免
除
申
請
が
で
き
ま
す
》

　

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、
過

去
2
年
（
申
請
月
の
2
年
1
ヵ
月

前
の
月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
申

請
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
が
遅
れ
る
と
、
万

が
一
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
等
の
不
利
益
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
住
民

　

年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

☎

6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
に
つ
い
て

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ

ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
や
失
業
等
の
事
由
が
あ
る

場
合
に
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま

た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
一
部
免
除
は
、
減
額
さ
れ
た
保

険
料
を
納
め
な
い
と
「
未
納
」
と
同

等
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
や
配

50

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

林
業
の
ま
ち
厚
沢
部
町

　

「
厚
沢
部
町
の
基
幹
産
業
は
農

業
で
は
な
い
。
農
『
林
業
』
だ
よ
」
と

い
き
な
り
釘
を
刺
さ
れ
た
筆
者
。

「
町
の
約
8
割
を
森
林
が
占
め
多

様
な
種
類
の
樹
木
が
町
に
あ
る
。

町
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
『
木
材
』

を
も
っ
と
活
用
し
厚
沢
部
町
を
盛

り
上
げ
た
い
。
そ
の
手
段
の
1
つ

が
ク
ラ
フ
ト
（
木
工
品
）
か
な
」
と
。

厚
沢
部
町
木
工
研
究
会

　

「
若
い
頃
か
ら
木
工
技
能
者
協

会
の
一
員
と
し
て
道
内
外
を
ま
わ

り
職
人
や
研
究
者
と
出
会
っ
た
。

そ
の
中
の
1
人
が
置
戸
町
で
地
域

ブ
ラ
ン
ド
『
オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
』
を
作

り
木
工
品
で
ま
ち
お
こ
し
を
始
め

た
の
に
は
刺
激
を
受
け
た
。
今
も

オ
ケ
ク
ラ
フ
ト
セ
ン
タ
ー
森
林
工

芸
館
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

自
分
も
仲
間
数
人
と
『
厚
沢
部
町

木
工
研
究
会
』
を
立
ち
上
げ
、
仕
事

後
に
、
お
椀
や
皿
、
椅
子
等
を
制
作

し
て
い
た
。
ラ
ワ
ン
や
ナ
ラ
、
ブ
ナ

等
樹
種
に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る

し
木
目
に
よ
っ
て
も
全
然
違
う
。

1
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。

こ
の
楽
し
さ
を
多
く
の
人
に
体
験

し
て
欲
し
い
」
と
優
し
く
笑
っ
た
。

木
工
品
で
ま
ち
お
こ
し

　

先
月
の
広
報
あ
っ
さ
ぶ
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
・
佐
藤
征
勝
委
員
長

（
鶉
町
）
が
『
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
』
し
た
記
事
を
掲
載
し
た
。「
選
挙
事
務

は
や
り
直
し
の
き
か
な
い
重
要
な
職
務
」
と
語
る
佐
藤
委
員
長
の
本
来
の

姿
は
木
工
職
人
。
佐
藤
さ
ん
の
家
を
訪
ね
る
と
「
木
材
を
こ
よ
な
く
愛
し
木

工
品
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
抱
く
職
人
の
姿
が
あ
っ
た
。

人   財
あっさぶ
厚沢部を支え盛り上げる

あっさぶ人を紹介します

「一緒に木工品を

作りませんか？」
ご興味のある方は下記へ連絡を。

佐藤建具製作所〔電話：65-6310〕

厚
沢
部
町
木
工
研
究
会  

佐 

藤 

征 

勝 
さ
ん 　

（75）

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】
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【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

アスパラには葉酸が多く含まれており、赤血球を

作る働きもあるので貧血予防には適し

た食材です。食欲のない時や栄養不足

を感じる時にはスープでご賞味あれ！

【材料】（２人分）

●アスパラ（茎の固めの部

　分でよい）　300ｇ

●玉ねぎ　　小１個

●豆乳　　  100ｃｃ

●ローリエ（あれば） １枚

●塩こしょう　少々

●水　　　  300ｃｃ

【作り方】

①アスパラは小さく刻む。

　玉ねぎはスライスする。

②鍋に湯を沸かし、玉ねぎとローリエを

　加えやわらかくなるまで煮る。

　ザルに移しあら熱を取る。

③アスパラと玉ねぎをミキサーにかけ、

　豆乳、塩こしょうを加えます。

※夏は冷たい冷製スープに、冬は温めて

　も良いと思います。

エネルギー    93kcal

塩分　   　　　0.2 g

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメ
ント

今月の簡単レシピ

アアアアアアアアアアススススススススススパパパパパパパパパパララララララララララアスパラののののののののののの

ポポポポポポポポポポタタタタタタタタタターーーーーーーーーージジジジジジジジジジポタージュュュュュュュュュュュ

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

５
月
。
Ｇ
Ｗ
も
あ
り
道
南
で
は
桜
が
見
頃
な
時
期
で
す
。

　

木
々
や
草
花
に
と
っ
て
も
大
変
心
地
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
菜
園
を
テ
ー
マ
に
し
た
新
着
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

「ベランダ寄せ植え菜園」

（たなか  やすこ  著）　
　少ない肥料と農薬を使わずに家庭菜園を

楽しめる！

　自然の力を上手く利用する寄せ植えスタ

イルで、狭いベランダでもきちんと育つ具体

例をご紹介。

　初心者でもすぐに始められる１冊です。

　

●
厚
沢
部
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
予
約
を

　

承
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
や
リ
ク
エ
ス
ト
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

厚
沢
部
町
図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「新・北海道の病害虫

ハンドブック全書」

（堀田  治邦  監修）　道内の田畑の作物や野菜、果樹で発生する
病気や害虫による発病など、300項目以上を

紹介。それぞれの被害の様子や発生しやすい

条件、対策などを掲載。すぐに確認しやすい

カラー写真のハンドブックです。

　

5
月　

日　

、
工
房
は
ら
っ
ぱ

19

（土）

（
富
里
）
主
催
の
『
白
い
バ
ン
ダ
ナ

を
草
木
で
染
め
る
体
験
会
』
が
ト

ド
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
美
和
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ

ん
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
草
木
染
め
体
験
★

☆
日
時　

5
月　

日　
　

時
～

19

（土）
11

☆
場
所　

ト
ド
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
美
和
1
2
2
9
の
1
）

☆
講
師　

村
上
嘉
子
さ
ん

☆
定
員　
　

名
30

☆
参
加
費　

1
枚
5
0
0
円

☆
申
込
先　

　

ト
ド
ッ
ク
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎

0
1
2
0
‐
5
0
2
‐
1
1
2

木
育
活
動
情
報
�

草
木
染
め
体
験

し
ま
せ
ん
か
？

「大自然から色をもらいましょう～！」

14

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

Vol.

も
っ
と
楽
し
く

　
　
　
　

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

　毎日仕事や家事に追われ忙しいお父さんお母さん！お子さんと一緒に遊ぶ時間はありますか？

　子どもにとってお父さんやお母さんと一緒に遊んだ記憶は大人になっても残っているものです。

　大人との触れ合いを通して少しずつ集団の生活に慣れ、他の人とのコミュニケーションを体験す

ることになります。そこで、今年度から広報あっさぶで子ども遊びを掲載していきます。両親や祖父

母が子どもや孫と楽しく取り組んでもらえるような気軽に出来るお父さんやお母さんとの遊び、お

じいちゃんやおばあちゃんとのちょっとした遊びを紹介していきますので、どうぞお楽しみに！！

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

13

　

次
に
、
こ
の
ア
プ
リ
の
特
徴
を

1
つ
紹
介
し
ま
す
。

◎
ク
ラ
ス
フ
ォ
ト
：
現
在
の
保
育

所
ブ
ロ
グ
の
ク
ラ
ス
バ
ー
ジ
ョ
ン

　

『
キ
ッ
ズ
リ
ー
』
は
祖
父
母
や
親

族
を
招
待
す
る
こ
と
で
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
以
外
で
も
ク
ラ
ス
フ
ォ

ト
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

も
し
、
祖
父
母
が
町
外
に
住
ん
で

い
た
と
し
て
も
孫
の
様
子
や
成
長

を
日
々
見
る
こ
と
で
き
ま
す
。

　

今
し
か
な
い
こ
の
子
育
て
の
瞬

間
を
少
し
で
も
楽
し
い
時
間
に
し

家
族
み
ん
な
で
子
ど
も
を
見
守
り

育
て
、「
子
ど
も
も
保
護
者
も
笑
顔

溢
れ
る
子
育
て
の
ま
ち
」
を
目
指

し
今
後
も
よ
り
良
い
取
組
の
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
限
ら
れ
た
人
数
の
保
育
士
で
、

い
か
に
保
育
を
充
実
さ
せ
る
か
は

永
遠
の
テ
ー
マ
」
で
す
。

　

当
町
の
保
育
所
に
限
っ
た
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
保
護
者
と
保
育

所
と
の
連
絡
手
段
の
ほ
と
ん
ど
が

紙
媒
体
で
、
こ
の
事
務
作
業
に
貴

重
な
保
育
時
間
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

保
護
者
と
の
連
絡
手
段
を
効
率
化

す
る
こ
と
で
保
育
時
間
の
確
保
・

充
実
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
考
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
導
入
を
予
定
し
て
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の

ア
プ
リ
『
キ
ッ
ズ
リ
ー
』
で
、
無
料

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
『
キ
ッ
ズ
リ
ー
』
に
は
、
子
育

て
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
「
子
育

て
を
さ
ら
に
楽
し
く
豊
か
に
」
感

じ
ら
れ
る
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
当
面
は
、
厚
沢
部
保
育
所

で
試
験
導
入
し
、
保
護
者
の
意
見
・

感
想
を
踏
ま
え
、
認
定
こ
ど
も
園

の
開
設
時
に
本
格
導
入
し
ま
す
。

①

②

③

④

⑥

⑦

⑧

⑨

1

⑤

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

Vol.
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  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　

　５月26日（土）は休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】 

　５月＆６月の行事＆お知らせ ―

　

例
年
実
施
し
て
い
る
『
特
設
人
権
相
談
所
』
と
『
特
設
行
政
相
談
所
』
を
、

6
月
4
日　
　

時
～　

時
に
、
役
場
第
2
会
議
室
で
同
時
開
催
し
ま
す
。

（月）
13

15

　

い
ず
れ
も
相
談
は
無
料
。
相
談
に
関
す
る
一
切
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

戸 籍 の 窓
（4月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－26）2,3091,2111,0981,155下地区

（±0）690352338339鶉地区

（－5）953496457460館地区

（－31）3,9522,0591,8931,954全　町

平成30年3月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

277件今月の寄附件数

1,760,000円今月の寄附金額

277件
平成30年度
寄附件数累計

1,760,000円
平成30年度
寄付金額累計

1,320,000円前年度寄付金額

（4月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
5
月　

日　
10

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

☆
5
月　

日　
22

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時

14

15

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
4
月　

日　
11

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

函
館
市
・
新
井
美
恵
さ
ん
か
ら

5
0
，
0
0
0
円

◎
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

★
札
幌
市
・
干
場
正
一
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
0
，
0
0
0
円

★
所
沢
市
・
阿
部
茜
草
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

★
横
浜
市
・
柳
瀬
悟
郎
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
水
戸
市
・
青
木
勇
輔
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
三
原
市
・
小
野
聡
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
相
模
原
市
・
大
久
保
貢
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
西
宮
市
・
村
上
毅
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
八
王
子
市
・
賀
来
佳
男
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
東
京
都
・
平
塚
龍
太
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
岡
山
市
・
三
宅
俊
行
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

★
名
古
屋
市
・
早
瀬
照
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

5
，
0
0
0
円

新　栄　澤中　利男さん（87歳）13/26

館　町　川本サカヱさん（83歳）14/22

館　町　新井　良一さん（88歳）14/25

赤沼町　松村　正夫さん（87歳）14/27

赤沼町　佐藤　章一さん（64歳）14/10

赤沼町　小澤　玲子さん（91歳）14/17

相　生　仲條　　豊さん（87歳）14/17

相　生　佐々木貞直さん（86歳）14/17

おくやみもうしあげます

おたんじょうおめでとう！

南館町　藤　島　　 澪   ちゃん   3/29
みお

　   　 （大輔さん＆祐子さんの子）

いつまでもおしあわせに！

早　瀬　匡　吾  さん  館　町

田　村　つくし  さん  江差町

『
特
設
人
権
相
談
所
』
＆
『
特
設
行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
！

◎
特
設
人
権
相
談

　

江
差
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
（
6
月
1
日
）

の
行
事
の
一
環
と
し
て
「
困
り
ご

と
心
配
ご
と
特
設
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
が
身

近
な
法
律
問
題
や
人
権
問
題
に
関

わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
、

解
決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局

　

☎

5
2
‐
1
0
4
8

◎
特
設
行
政
相
談

　

国
の
役
所
や
特
殊
法
人
な
ど
が

行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
困
っ

て
い
る
こ
と
、
納
得
で
き
な
い
こ

と
な
ど
、
意
見
を
お
持
ち
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
年
金
、
医
療
保

険
、
社
会
福
祉
、
交
通
安
全
、
雇
用
、

登
記
、
道
路
、
河
川
、
郵
便
、
役
所
の

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
も

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

函
館
行
政
評
価
分
室

  

☎

0
1
3
8
‐
2
3
‐
0
9
0
9

運
転
免
許
更
新
時
講
習

16

　道立江差病院の内科は、循環器内科及び
消化器内科の専門外来となっています。
　風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢
部町国保病院で初期受診をしてください。
　皆様のご理解ご協力をお願いします。

お 

願 

い

道立江差病院〔緯52-0036〕診療予定 国保病院〔緯64-3036〕診療予定

行

６

 
＆ 事

お

知
ら
せ

５ 
＆

樺
樺
樺
樺
樺

（
受
付
時
間
：
9
時
～　

時
）

17

電話番号病　院　名当 番 日

52-1366勤医協江差診療所5月23日（祝） 

62‐2331乙部町国保病院4日（祝） 

52-0036道立江差病院25日（祝） 

64‐3036厚沢部町国保病院
6日（日） 

67-2856(ドラッグストアまるや)

52-0036道立江差病院13日（日） 

52-0036道立江差病院20日（日） 

52-1070佐々木病院27日（日） 

直
近
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院にご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔無料送迎バスのご案内〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

５月の外来診療

　国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを　

下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間
　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分
※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週２回（火・木曜日）運行日

行　

程

５月の外来診療

診 療 日診 療 科

  月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科
外 科

1日（火）・12日（水）

16日（水）午前
眼 科 

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

申込締切受講料時　間日　程住民講座・技能講習名

5月19日（水）7,000円程度19：10～15：506/6～10/4パソコン事務基礎科

5月11日（金）15,000円19：00～18：005/24～5/25伐木の業務に係る特別教育

5月18日（金）18,000円19：00～16：005/31刈払機取扱作業者

5月28日（月）52,000円19：00～18：006/12～6/15フォークリフト技能講習

5月28日（月）28,000円19：00～18：006/16～6/18玉掛け技能講習

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前10時まで受付　8日（受付完全予約制）
午前11時まで受付　14.28日（受付完全予約制）
午前11時30分まで受付　金曜日
午後　水曜日と7日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　月～木曜日総合診療(内科)

午前　火～木曜日 （外科は18.25日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　1.2.10.15.16.24.29.30日
午後　9.23日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　10.24日（予約以外は10時迄に受付）
午後　9.16.23日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　11.25日神 経 内 科

  ☆☆☆檜山振興局税務課納税係からのお知らせ☆☆☆　
　自動車税の納期限は５月31日（木）です。忘れずに納めましょう！
　納税通知書の発付日は５月７日（月）です。お手元に届かない時は、
札幌道税事務所自動車税部課税担当（011-746-1190）に連絡願います。
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▼　

年
度
が
始
動
し
１
カ
月
。

30

農
家
さ
ん
も　

年
産
の
作
付

30

け
が
ス
タ
ー
ト
。
芋
植
え
や
播

種
作
業
な
ど
で
忙
し
い
日
々

が
続
き
ま
す
が
、
農
作
業
事
故

や
怪
我
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
付
け
て
！
今
秋
に
み
ん
な

笑
顔
で
揃
っ
て
豊
作
を
祝
う

光
景
を
取
材
し
た
い
の
で
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
ご
一
報

を
（
取
材
だ
け
で
は
ダ
メ
？
）
。

▼
今
年
度
最
初
の
取
材
は
館

小
入
学
式
。
新
１
年
生
を
迎
え

る
新
２
年
生
の
発
表
を
見
て

１
年
間
の
成
長
を
実
感
。
数
年

ぶ
り
に
厚
沢
部
町
へ
赴
任
と

な
っ
た
先
生
と
の
再
会
も
あ

り
館
小
で
元
気
を
も
ら
っ
た
。

昼
か
ら
は
厚
沢
部
中
開
校
式

と
入
学
式
を
取
材
。
３
中
学
校

を
統
合
し
新
た
な
始
動
の
日
。

こ
れ
ま
で
と
違
う
独
特
の
緊

張
感
の
中
、
式
は
行
わ
れ
た
。

厚
沢
部
中
の
新
し
い
校
歌
を

全
校
生
徒
で
斉
唱
。
緊
張
感
が

良
い
ス
パ
イ
ス
と
な
り
大
き

く
元
気
な
声
が
会
場
に
響
い

た
。
新
た
に
始
動
し
た
厚
沢
部

中
学
校
。
子
ど
も
た
ち
は
町
の

元
気
の
源
。
引
き
続
き
町
民
皆

様
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
広
報
あ
っ
さ
ぶ
の
製
作
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
は

引
き
続
き
（
三
）
が
行
い
ま
す
。

広
報
担
当
３
年
目
が
始
動
し

誌
面
の
内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト

の
マ
ン
ネ
リ
化
に
気
を
付
け

『
読
ん
で
発
見
が
あ
る
』『
読
ん

だ
後
に
も
役
立
つ
広
報
誌
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
製
作
に
挑
み
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
か
ら
の
ご

指
導
、
情
報
提
供
、
叱
咤
激
励

等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
（
反

応
な
い
の
が
一
番
辛
い
・
・
・
）
。

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

　

町
は
昨
年
8
月
、
基
幹
産
業
の
農
業
を
町
民
が
食
べ
て
応
援
す
る
「
地
産

地
食
」
を
推
進
す
る
た
め
町
単
独
で
『
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
』
を
新
設
。
学
校

給
食
と
高
齢
者
配
食
を
行
っ
て
き
た
。
4
月
か
ら
は
保
育
所
給
食
も
開
始

し
1
カ
月
。
給
食
セ
ン
タ
ー
が
行
う
保
育
所
給
食
へ
の
反
応
を
取
材
し
た
。

地
産
地
食
を
推
進

町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
「
保
育
所
給
食
始
ま
る
」

　

「 
吏 
の
畑
の
メ
ー
ク
イ
ン
か
な
」

つ
か
さ

　

「
ハ
ン
バ
ー
グ
が
花
の
形
だ
」 

　

「
パ
ン
っ
て
初
め
て
だ
よ
ね
」

　

で
は
、「
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」

　

4
月　

日
、
昼
前
に
鶉
保
育
所

12

へ
行
く
と
部
屋
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
弾
ん
だ
声
。
こ
の
日
の
献
立
は

『
厚
沢
部
産
メ
ー
ク
イ
ン
を
使
っ

た
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト
』『
花
型
豆

腐
バ
ー
ク
』『
野
菜
ス
ー
プ
』『
保
育

所
で
初
め
て
の
パ
ン
』
。
目
の
前
の

給
食
を
見
て
み
ん
な
笑
顔
笑
顔
。

「
4
月
の
は
じ
め
は
そ
れ
ま
で
の

自
園
調
理
の
給
食
時
よ
り
食
欲
が

落
ち
た
け
ど
今
は
モ
リ
モ
リ
食
べ

て
い
ま
す
」
と
西
村
主
任
保
育
士
。

斉
藤
所
長
は
「
温
か
い
白
米
が
配

食
さ
れ
る
の
で
、
ご
飯
が
と
て
も

お
い
し
い
。
子
ど
も
も
先
生
も
み

ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。
あ
と
、
家
の

人
も
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
」
と

語
る
。
そ
こ
で
、
保
育
所
に
通
わ
せ

て
い
る
保
護
者
の
声
も
聞
い
た
。

　

「
お
盆
敷
や
箸
な
ど
を
持
た
せ

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
で
楽
に

な
っ
た
」「
こ
れ
ま
で
は
白
米
を
持

シリーズⅤ『素敵な過疎のまちを目指して』

た
せ
て
い
た
け
ど
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
配
食
さ
れ
る
の
で
朝
の
手
間

が
減
っ
て
あ
り
が
た
い
」
と
、
保
護

者
な
ら
で
は
の
感
想
が
聞
け
た
。

　

保
育
所
給
食
の
献
立
は
道
教
委

栄
養
教
諭
の
山
本
要
栄
養
士
が
担

当
。
山
本
教
諭
に
献
立
の
ね
ら
い

や
工
夫
し
て
い
る
点
を
尋
ね
た
。

「
保
育
所
児
が
小
学
校
へ
進
級
し

た
際
に
抵
抗
な
く
学
校
給
食
を
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
保
育
所
給
食
の

献
立
は
学
校
給
食
と
同
じ
に
し
て

い
る
」
と
山
本
教
諭
は
説
明
。
そ
し

て
、「
色
々
な
食
材
や
味
付
け
に
触

れ
る
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
を
特

に
意
識
し
て
い
る
。
成
長
と
と
も

に
味
覚
の
幅
を
広
げ
食
べ
る
こ
と

に
対
し
て
興
味
を
持
て
る
よ
う
に

工
夫
を
し
な
が
ら
保
育
所
給
食
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
毎

月
1
回
、
学
校
や
保
育
所
、
栄
養
士

や
運
営
会
社
の
ハ
ー
ベ
ス
ト
㈱
ら

が
集
ま
り
定
例
会
議
を
開
催
。
子

ど
も
た
ち
の
食
育
を
充
実
さ
せ
る

た
め
英
知
を
結
集
さ
せ
て
い
る
。


	広報3005（カラーVer.）001
	untitled001
	untitled002
	untitled003
	untitled004
	untitled005
	untitled006
	untitled007
	untitled008
	広報3005（カラーVer.）018

